
非メモリ型＆少電気消費型（400 ﾜｯﾄ以下）機器用
ＳＯＤ「節電虫」KS-96A 使用時注意事項１
　ＳＯＤ「節電虫」KS-96A は待機電力カットのために機器の電源を完全に切ります。従いまして、現在お持ちの機器の取扱説明書の停電時の注意事項をよくお読み下さい。停電時に保護されない機能はＳＯＤ「節電虫」KS-96A を接続した場合も保護されません。
１）登録短縮番号：停電時に消失しない型式の場合、ＳＯＤ「節電虫」KS-96A 接続でも
　消失しません。停電時にバックアップ電池で保護される型式の場合、電池の有効時間の　
　み保持されます。（機器の取扱説明書の停電時の注意事項参照）
２）留守番電話：停電時にも消失しない型式の場合ＳＯＤ「節電虫」KS-96A 接続でも消
　失しません。テープ式の場合にもＳＯＤ「節電虫」接続でも消えません。停電時に消失
　する型式の場合はＳＯＤ「節電虫」KS-96A 接続で電源が切られますと消失しますので、
　留守中にはＳＯＤ「節電虫」は通電モードでご使用下さい。
　（機器の取扱説明書の停電時の注意事項参照）
３）コードレス電話：機器本体がＳＯＤ「節電虫」KS-96A 接続で電源が切られている場
　合（待機状態）には子機電話から送信通話するにはＳＯＤ「節電虫」の押ボタンスイッ
　チを入れて５分以内に子機から電話して下さい。
４）コードレス電話機充電：コードレス電話の充電が機器本体自体で行われる型式場合、
　充電量が不足して通話状態が不良になったら、ＳＯＤ「節電虫」KS-96A のシーソース
　イッチを「通電」側にして充電して下さい。
５）バックアップ（充電）電池：種々の設定メモリーが停電時にバックアップ電池で保持
　される型式の場合、ＳＯＤ「節電虫」KS-96A 接続で電源がカットされると電池の消耗
　が早くなります。また、長時間の場合は設定メモリーが消失します。
　（機器の取扱説明書の停電時の注意事項参照）
６）接続できない機種：
１．回線使用を終了して５分後に自動電源オフする時に回線使用状態に酷似した信号
　　（ノイズ）が出て、ＳＯＤ「節電虫」KS-96A が再度スイッチオンする症状が出る機
　　種には接続できません。
２．タムラ電機製の構内交換機に接続された機器にはＳＯＤ「節電虫」は接続できません。
３．ＳＯＤ「節電虫」KS-96A 接続不適合機種;会員制ＦＡＸ通信販売専用に製造されて
　　いるファックスには接続できない機種があります。
７）コンピュータへの接続：通信用のソフトを選択して立ち上がらせるためのソフト　
　（例：PC ANYWHERE）をコンピュータに予めインストールする必要があります。
８）その他の注意事項
１．用紙切れ：受信内容が一時的なメモリーに記憶される型のファックスでは印刷用紙切
　　れの場合には記憶された受信内容が印刷されません。その後でＳＯＤ「節電虫」KS-

　　96A によって電源が自動的にオフされれば、受信メモリーの内容は消失しますので、
　　用紙切れにならないように、又はＳＯＤ「節電虫」KS-97A をご使用下さい。
　　（機器取扱説明書の停電時の注意事項参照）

通信機器用待機電力カット節電装置（400Wh以下用）
ＳＯＤ「節電虫」KS-96A 使用時注意事項２
　ＳＯＤ「節電虫」KS-96A は通信機器用待機電力カット装置として接続機器、例えばファクシミリ、の電源を電話回線が使用されていない場合は完全に切ります。従いまして、これからＳＯＤ「節電虫」KS-96Aを接続しようとする機器取扱説明書の停電時注意事項もよくお読み下さい。停電時に保護されない機能はＳＯＤ「節電虫」KS-96A を接続した場合も保護されません。以下、ファクシミリにＳＯＤ「節電虫」KS-96A を接続するものとしてご説明いたします。
１）接続できない機種：
　　＊回線使用を終了して５分後に自動電源オフする時に回線使用状態に酷似した信号　　（ノイズ）が出て、ＳＯＤ「節電虫」KS-96A が再度スイッチオンする症状が出る機　　　　種には接続できません。
　　＊タムラ電機製の構内交換機に接続された機器にはＳＯＤ「節電虫」は接続できません。
＊ＳＯＤ「節電虫」KS-96A 接続不適合ファックス機種;会員制ＦＡＸ通信販売専用に　製造されているファックスには接続できない機種があります。
２）コンピュータへの接続準備：

　　パソコンにインストールされたソフトの中でＳＯＤ「節電虫」KS-96A により電源がオ　　ンされた後で目的のソフトを選択して立ち上がらせるためのソフト（例：PC ANYWHERE）　　をコンピュータに予めインストールしておく必要があります。
３）その他の注意事項
　　ＳＯＤ「節電虫」KS-96A を接続する機器の消費電力は４００Ｗｈ以下であることをご　　確認下さい。機器の消費電力は４００Ｗｈ以上である場合はＳＯＤ「節電虫」KS-97BまたはSKM-G3Sをご使用下さい。

　　ＳＯＤ「節電虫」KS-96A が接続されたファクシミリは電話回線が使用されない状態では電話回線使用終了５分後には自動的に電源をオフします。

ＳＯＤ（ｽｲｯﾁ･ｵﾝ･ﾃﾞｨﾏﾝﾄﾞ）「節電虫」使用説明書     

　
　この度は通信機器用待機電力カット装置｢節電虫｣KS-96A をご購入いただきましてありがとうございました。ＳＯＤ「節電虫」KS-96A は情報機器の待機電力を効率よくカットし、大幅な節電、省エネルギー、ひいては地球環境保全に貢献する節電装置で、本器使用により日々の電気料が節約でき、炭酸ガス排出量を削減できます。
ご使用いただく前にこの使用説明書を最後までよくお読みいただき、正しくご使用下さい。以下、ファクシミリへの接続を例に説明させていただきます。また、パソコンなど他の待機型情報機器への応用も可能ですが、お客さまのご判断で正しくご使用下さい。

Ａ．ＳＯＤ「節電虫」KS-96A の接続方法
　事前に、両端にプラグのついた電話線（１ｍ程度）を１本用意して下さい（ＳＯＤ「節電虫」KS-96A の購入時に購入されていない場合はお客さまでご用意下さい）。
①現在使用中のファクシミリの LINE に接続されている電話回線のモジュラープラグを抜いて本器ＳＯＤ「節電虫」の LINE ノッチ（差し込み）にしっかりと差し込んで下さい。この時、ＳＯＤ「節電虫」のシーソースイッチが節電側に押し込まれていることも確認しておいて下さい。
②両端にプラグの付いた電話線の一方をファクシミリの LINE にしっかりと差し込み、他方　を本器ＳＯＤ「節電虫」の FAX・PC ノッチ（差し込み口）へしっかりと差し込んで下
　さい。
③使用中ファクシミリの主電源スイッチがオフになっていることを確認して、ファクシミリの電源コードのプラグを抜き、これを本器ＳＯＤ「節電虫」の FAX・PC の差し込み口に差し込んで下さい。
④本器ＳＯＤ「節電虫」のプラグを電源コンセントに差し込んで下さい。
　これで準備完了です。
（注）ＳＯＤ「節電虫」KS-96A の接続後はファクシミリのメインスイッチは常時ＯＮにしておいて下さい（メインスイッチがある場合のみ）。この時、ファクシミリのスイッチがＯＮになっていても、電源はＳＯＤ「節電虫」KS-96A によって自動的に切られていますので立ち上がりません。但し、ＳＯＤ「節電虫」KS-96A の押しボタンスイッチを押すとファクシミリの電源が入りますが、５約分後に自動的に切れます。
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Ｂ．ＳＯＤ「節電虫」KS-96A の作動テスト方法              

1） 電話線と電気配線の確認：

· シーソースイッチは”節電”側に押し込まれていることを確認して下さい。

· 次に押しボタンスイッチを押した時、ファクシミリのスイッチが入り、立ち上がればＯＫです。

· 数分後にファクシミリの電源がＳＯＤ「節電虫」KS-96A でオフされます。
２）外部からの遠隔電源操作テスト：
· ＳＯＤ「節電虫」KS-96A のシーソースイッチが”節電”側に押し込まれていることとファクシミリの電源がＳＯＤ「節電虫」KS-96A でオフされていることを確認して下さい。

· 次に外部から他の電話回線や携帯電話でＳＯＤ「節電虫」KS-96A が接続されているファクシミリの電話回線に電話して下さい。電話の着信とほぼ同時にファクシミリのスイッチが入り、立ち上がればＯＫです。

· 数分後にファクシミリの電源がＳＯＤ「節電虫」KS-96A でオフされます。
　注意）本器ＳＯＤ「節電虫」KS-96A を正しくご使用いただくために回線の接続系統は「電話回線－ＳＯＤ「節電虫」－機器」となるように接続して下さい。一つの回線にタコ配線接続されていると他の機器の影響がある場合、ＳＯＤ「節電虫」が誤認関知し、正しくオンオフしない場合があります。
Ｃ．故障の場合の処置方法
　ＳＯＤ「節電虫」製品は十分に商品検査を行い出荷しておりますが、ご購入、設置直後にもかかわらず何かの理由で作動しない場合には、ご面倒でもご購入いただいた店にご返送ご返却下さい。新しい商品とお取り替え致します。尚、ご購入後一年未満の商品は正常な使用方法での故障は無料修理致します。不適切な使用による故障、購入後一年以上経過後の修理は実費をいただきますのでご了承下さい。
Ｄ．ＳＯＤ「節電虫」KS-96A の取扱上の注意
１）設置場所の室内温度が３５℃以上の部屋では使用しないで下さい。
２）ＳＯＤ「節電虫」KS-96A 装置の上に物を置いたり、覆ったりしないで下さい。
３）風通しの良い場所に設置して下さい。
４）直射日光が当たる場所、暖房器具の近くなど温度が上がる場所は絶対に避けて下さい
５）湿気、蒸気や水分のある所に置かないで下さい。
６）電線コードを傷つけたり、曲げたり、ねじったりせず、重い物の下にならないように　　して下さい。
７）本器ＳＯＤ「節電虫」KS-96A は待機電力消費型通信機器の節電に用いる装置です。この用途以外には絶対に使用しないで下さい。
８）４００～１３００ワット消費電力ファクシミリや機器には後継機種のＳＯＤ「節電虫」　　KS-97BまたはSKM-G3S をご利用下さい。

Ｅ．押しボタンスイッチとシーソースイッチの機能
１）押しボタンスイッチはＳＯＤ「節電虫」KS-96A に接続されている機器の電源を一時　　的に入れるために使用するものです。例えばコピー・ファックス複合機でコピーをとる場合などに使用します。但し、シーソースイッチが通電側に入っている場合は押す必要はありません。（押しボタンスイッチを押した後でファックスなどの通信機器が使用されない場合、約５分で電源は自動的に切れます。）
２）シーソースイッチは、通常は”節電”側に入れた状態で使用して下さい。この場合、外部からの自動電源コントロールが可能となります。また、待機消費電気を自動的にカットし続けます。このシーソースイッチを”通電”側に入れた場合は、接続されているパソコンや通信機器に常時電気が供給され、自動電源コントロール機能や節電効果は得られません。常時、通電状態で使用しなければならない機器の使用とか、昼間だけは常時通電した方が便利な場合のみ”通電”側で使用して下さい。ただし、この用済み後は”節電”側に戻しておいて下さい。
Ｆ．その他
１）ＳＯＤ「節電虫」KS-96A には消費電力が４００Ｗを超える機器は接続しないで下さ　　い。
２）ＳＯＤ「節電虫」KS-96A の仕様は予告なく変更する場合があります。
３）ＳＯＤ「節電虫」KS-96A をコンピュータに接続応用する場合には、別途コンピューター立ち上げ用ソフトが必要な場合があります。

４）ファクシミリ・電話機の機種によっては電源を供給されていない場合（ファクシミリの電源プラグを抜いた状態、停電時や節電虫で電源オフされている時など）電話の通話（送信・発信）ができない機種があります。このような機種に節電虫を接続いただく場合、送信・発信時のファクシミリの電源オンは節電虫の一時通電用押ボタンスイッチを押して行って下さい。受話器を取り上げてもファクシミリの電源はオンしません。
５）４００～１３００ワット消費電力機器には後継機種のＳＯＤ「節電虫」KS-97B又はSKM-G3S をご利用下さい。
７）節電虫は外付型であり、接続機器との相性で接続不可能・使用不可能な場合もありま　　すが、クーリングオフ、商品返却は法律で規定されている期限内で受付けます。
　　（この場合の商品返送代金及び商品代金返却振込手数料は顧客負担です。）
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ＮＨＫで全国紹介（平成８年８月２３日、おはよう日本）
省エネ大賞・「省エネルギーセンター会長賞」受賞
中小企業優秀新技術・新製品賞・「優良賞」受賞

発明大賞・「考案功労賞」受賞
開発・発売元 　KEC ケイ・イー・シー
〒722-0215 広島県尾道市美ノ郷町三成 1998 番地の 2　　
TEL & FAX  050-3440-2188　　Ｅﾒｰﾙ  info@kec-intl.com. 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ　http://www.kec-intl.com
ＫＥＣ ホームページ トップ へ戻る



